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■主な内容■
●●❷ シリストラ市桜川訪問団が来訪
　 SAKURAフェスティバル
●●❹ 平成29年度当初予算
●❽ 桜川市職員の人事異動
⓰ 地域医療情報／新射撃場が完成



　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
見
頃
を
迎
え
た

４
月
13
日
～
15
日
に
、
昨
年
９
月

に
友
好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
し

た
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
シ
リ
ス
ト

ラ
市
の
訪
問
団
が
桜
川
市
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
来
訪
し
ま
し
た
。

　

シ
リ
ス
ト
ラ
市
桜
川
訪
問
団

は
、
ユ
リ
ア
ン
・
ナ
イ
デ
ノ
フ
市

長
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
長
、
副

市
長
、
有
識
者
、
市
職
員
計
８
名

で
構
成
さ
れ
、
13
日
の
夕
方
に
桜

川
市
に
到
着
。
夕
食
会
で
、
大
塚

市
長
を
は
じ
め
、
昨
年
シ
リ
ス
ト

ラ
市
を
訪
れ
た
桜
川
市
シ
リ
ス
ト

ラ
訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
と
再
会
し

ま
し
た
。

　

14
日
に
は
、市
役
所
大
和
庁
舎
、

桃
山
中
学
校
、
雨
引
山
楽
法
寺
を

視
察
。
小
中
一
貫
教
育
校
を
目
指

す
「
桃
山
学
園
」
の
視
察
に
桃
山

中
を
訪
れ
た
際
に
は
、
生
徒
た
ち

か
ら
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
歓
迎
会
の
中
で
は
、
歓
迎
の

こ
と
ば
、
記
念
品
贈
呈
、
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
、
訪
問
団
を
も
て
な

し
ま
し
た
。

　

同
日
夕
方
に
は
、
桜
川
市
国
際

交
流
協
会
主
催
に
よ
る
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
大
塚
市
長

が
「
こ
の
両
市
の
交
流
を
市
民
レ

ベ
ル
へ
発
展
し
て
行
き
た
い
」
と

挨
拶
を
述
べ
る
と
、
ナ
イ
デ
ノ
フ

市
長
も
「
こ
の
交
流
を
今
後
も
継

続
す
る
と
約
束
し
ま
す
。
ま
た
、

子
供
た
ち
も
含
め
た
交
流
に
発
展

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
駐
日

ブ
ル
ガ
リ
ア
大
使
も
参
加
し
「
こ

の
交
流
が
、
両
市
の
更
な
る
発
展

に
繋
が
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
を

述
べ
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。
ナ
イ

デ
ノ
フ
市
長
が
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
高
峯
の
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
・
櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
を
訪
れ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
見
て
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
午
後
に
は
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
共
和
国
と
の
交
流
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
浅
賀
正
治
氏
の
美
術
工

房
や
県
営
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
を
視

察
し
て
、
同
日
夜
に
帰
国
に
向
け

出
発
し
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

主
催
）
が
、
桜
川
市
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
変
わ
り
型
自
転

車
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
石
材
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
、
新
鮮
野
菜
販
売
、

そ
ば
ま
つ
り
、真
高
マ
ル
シ
ェ（
真

壁
高
校
）、
商
工
会
コ
ー
ナ
ー
、

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
（
岩
瀬
日
本
大
学
高
校

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
）、
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
フ
ェ
ス
タ
in
桜
川
、

桜
川
の
サ
ク
ラ
姫
コ
ン
テ
ス
ト
、

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
大
勢
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

桜
川
の
サ
ク
ラ
姫
コ
ン
テ
ス
ト

堀ほ
り

絢あ
や
な菜

さ
ん
が
、
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得

（
桜
川
市
商
工
会
青
年
部
主
催
）

【
堀
絢
菜
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
】

「�

サ
ク
ラ
姫
に
選
ば
れ
て
、
大
変

光
栄
で
す
。
大
好
き
な
桜
川
市

の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
頑
張
り
ま
す
」

シリストラ市桜川訪問団と交流を深める市民の皆さん
（市役所大和庁舎玄関）

生徒たちから
訪問団に贈呈した
手作りの記念品

❸

❹

❶

❷

グランプリに
輝いた堀絢菜さん
( 稲地区 )

平成29年 4月13日～15日
　昨年９月に友好交流都市協定を締結した

ブルガリア共和国シリストラ市桜川訪問団が、
　　　　　　　　桜川市を来訪し、交流を深めました

SAKURAフェスティバルが開催されました

シリストラ市桜川訪問団の皆さんも参加して行われた
ボールをキャッチして市内特産品と交換できる「ラッキーカラーボール」

４月15日

【
写
真
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
】

❶�

雨
引
山
楽
法
寺
で
行
わ
れ
た
護
摩
祈
祷

❷�

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
披
露
さ
れ
た
真

壁
囃
子
保
存
会
の
演
舞

❸�

櫻
川
磯
部
稲
村
神
社
で
行
わ
れ
た
稚
児

た
ち
と
の
交
流

❹
高
峯
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
視
察
す
る
訪
問
団
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平成29年度当初予算

市
に
入
っ
て
く

る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳

入
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
国
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
ら
れ
る
市
債
で
、
全
体

の
約
28
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
続

い
て
多
い
の
が
地
方
交
付
税
で
、

一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
配
分

さ
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、
市

民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
な
ど
の
市
税
。
そ
し
て
、
国
庫

支
出
金
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
。

以
下
、
県
支
出
金
、
地
方
消
費
税

交
付
金
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

歳
入
歳
入

一般会計の歳入
（市に入ってくるお金）

区　　　分 平成 29 年度予算

前年度の
当初予算
との増減
率（％）

一　般　会　計 214億3,000万円 19.3％

特
　  

別
　  

会
　  

計

国民健康保険 68億2,853万2千円 △ 0.9％

農業集落排水
事業 4億2,769万3千円 1.4％

公共下水道事業 6億4,627万7千円 5.3％

介護保険 41億1,154万円 6.8％

介護サービス
事業 1,181万円 △16.5％

後期高齢者医療 3億7,406万3千円 4.4％

水 道 事 業 会 計 14億1,263万1千円 9.7％

合　　　　　 計 352億4,254万6千円 12.2％

●平成29年度当初予算一覧

①総務費 　59 億 3,826 万 4 千円（27.7％）
　市立病院整備、公共交通、情報管理など
②民生費 　57 億 443 万 4 千円（26.6％）
　社会福祉サービス、生活保護など
③教育費 　32 億 8,866 万 7 千円（15.4％）
　学校給食センター、市立学校など
④衛生費 　15 億 9,876 万 4 千円（7.5％）
　健康促進、環境保全、ごみ処理など
⑤公債費 　14 億 6,500 万円（6.8％）
　市の借入金の返済など
⑥土木費 　13 億 2,335 万 7 千円（6.2%）
　道路や公園の建設や修繕など
⑦農林水産業費　 9 億 7,563 万 1 千円（4.6％）
⑧消防費　7 億 8,146 万 5 千円（3.6％）
　防災対策、消防、救急救命活動など
⑨その他　3 億 5,441 万 8 千円（1.6％）

一般会計の歳出
（市民の皆様のために使われるお金）

　

市
の
予
算
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
29
年
度
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
（
市
税
）

と
歳
出
を
、
市
民
１
人
（
１

世
帯
）
当
た
り
で
表
し
て
み

ま
し
た
。
金
額
は
、
４
月
１

日
現
在
の
人
口
と
世
帯
で

割
っ
た
も
の
で
す
。

■�市民の皆様が負担する税を１人（１世帯）当
たりに換算すると

10 万 4,671 円（29 万 6,300 円）
■�市政に使われるお金を１人（１世帯）当たり
に換算すると

49 万 3,893 円（139 万 8,095 円）

市
民
１
人
（
１
世
帯
）

当
た
り
は
こ
ん
な
金
額

平成 29 年度
一般会計主要事業の予算

市
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
使
わ

れ
る
お
金

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
総
務

費
が
最
も
多
く
、
市
立
病
院
整
備

や
公
共
交
通
、
情
報
管
理
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。
続
い
て
多
い
の

が
、
高
齢
者
や
障
害
者
・
児
童
な

ど
の
福
祉
の
充
実
を
図
る
民
生
費

で
す
。
次
に
多
い
の
が
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
や
市
立
学
校
な
ど
の

教
育
費
。
以
下
、
健
康
促
進
、
環

境
保
全
、
ご
み
処
理
な
ど
に
充
て

ら
れ
る
衛
生
費
、
公
債
費
、
土
木

費
、
農
林
水
産
事
業
費
、
消
防
費

な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
（　

）
内
は
、
構
成
比
率

歳
出
歳
出

ハード事業

（建物の建設・修繕、道路整備など工事をす
る事業）

総務費▶市立病院整備事業…38 億 4,556 万
6 千円、大和駅北地区開発整備事業…3 億
4,496 万 4 千円
教育費▶桃山小中一貫教育校建設事業…17
億 8,145 万円
土木費▶道路新設改良事業…1 億 9,725 万
3 千円、道路維持事業…7,817 万 1 千円

ソフト事業

（ハード事業以外の事業）

総務費▶情報管理事業…9,612 万 5 千円、
公共交通事業…4,931 万 5 千円
民生費▶障害者福祉事業…8 億 7,074 万 4
千円、老人医療給付事業…6 億 3,484 万 4
千円、児童手当事業…6 億 2,823 万円、介
護保険事業…6 億 885 万 4 千円、国民健康
保険事業…6 億 601 万 4 千円、生活保護支
給事業…5 億 4,538 万 9 千円、子どものた
めの教育・保育給付事業…3 億 8,119 万 6
千円、医療福祉事業…3 億 2,716 万 5 千円
教育費▶学校給食センター事業…2 億 6,087
万 7 千円、小学校管理事業…1 億 6,342 万
8 千円、中学校管理事業…7,766 万 9 千円
衛生費▶清掃総務事業…6 億 3,161 万 9 千
円、保健衛生総務事業…5 億 3,184 万 9 千円、
予防総務事業…8,024 万 2 千円
農林水産費▶多面的機能支払交付金事業…1
億 7,170 億円、霞ヶ浦用水事業…1 億 1,668
万 4 千円

※
人
口
／
４
３,
３
９
０
人

　

世
帯
／
１
５,
３
２
８
世
帯

     （
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

　

桜
川
市
の
基
本
と
な
る
平
成
29
年
度
当
初
予
算
が
、
平
成

29
年
第
１
回
桜
川
市
議
会
定
例
会
で
、可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

市
財
政
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
予
算
額
は

２
１
４
億
３
，
０
０
０
万
円
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
を
含
め
た
予
算

総
額
で
は
、
３
５
２
億
４
，
２
５
４
万
６
千
円
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
の
合
算
額
と
対
比
し
て
約
12.2
％
の
増
と
な

り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
主
に
一
般
会
計
予
算
の
概
要
を
歳
入
・
歳

出
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総　　額  352 億 4,254 万 6 千円
一般会計  214 億 3,000 万円

①市　債 　60 億 3,220 万円（28.2％）
　事業を実施するために長期的に国などから借り入
　れる収入
②地方交付税　 51 億 3,000 万円（23.9％）
　所得税・消費税などの国税の一部を国から交付さ
　れる収入
③市　税 　45 億 4,168 万 1 千円（21.2％）
　市民税、固定資産税、軽自動車税など
④国庫支出金 　21 億 3,966 万 3 千円（10.0％）
　学校や道路などの建設、扶助費などに対して国か
　ら補助される収入
⑤県支出金 　11 億 2,618 万 9 千円（5.3％）
　学校や道路などの建設、扶助費などに対して県か
　ら補助される収入
⑥地方消費税交付金 　6 億 4,460 万 1 千円（3.0％）
　県に納付された消費税の一部を県から交付される
　収入
⑦諸収入   4 億 35 万 5 千円（1.9％）
　学校給食費や高額療養費返納金などの収入
⑧繰越金   3 億円（1.4％）
⑨繰入金   2 億 8,059 万 2 千円（1.3％）
⑩その他　 8 億 3,471 万 9 千円（3.8％）
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寄　付

寄　

贈

寄　贈

寄　

付

桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
（
野の

じ
り尻

光み
つ
お男
会
長
）
か
ら
、
通
学
路
を
安

全
に
通
学
し
て
欲
し
い
と
、
１
１

０
本
の
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
た
Ｏ
・
Ｓ
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
ト

バ
ン
ド
（
大お

お

く

ぼ

久
保
康や

す
か
ず和

代
表
）
か

ら
、
８
万
３
千
８
９
４
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

梅井教育長（中央）と桜川地区交通安全協会の
皆さん

社
会
福
祉
法
人
筑
紫
会
（
吉よ

し
わ
ら原

毅つ
よ
し

理
事
長
）
の
真
壁
厚
生
学
園
・

真
壁
授
産
学
園
か
ら
、
観
光
行
政

に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、
10
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

大塚市長に寄付金を手渡す社会福祉法人筑紫
会の皆さん

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
（
宮み

や
ぎ城

則の
り
ゆ
き之
代
表
）
の
広
沢
農
園
か
ら
、

や
ま
と
認
定
こ
ど
も
園
と
ま
か
べ

幼
稚
園
に
、
約
３
０
０
本
の
バ
ナ

ナ
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

やまと認定こども園（上）とまかべ幼稚園（下）
にバナナを届けた大

お お く ぼ

久保勉
つとむ

施設長（中央）

大塚市長に寄付金を手渡す大久保康和代表
（右）

　

５
月
24
日
～
26
日

　
　
　

全
国
大
会
！

い
よ
い
よ
全
国
大
会
！

　

５
月
24
日
（
水
）
～
26
日
（
金
）

に
全
国
伝
建
地
区
協
議
会
桜
川
市

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
国
の
伝
建
地
区
か
ら
保
存
会

な
ど
２
５
０
人
を
越
え
る
人
々
が

真
壁
の
町
並
み
を
訪
れ
、
お
互
い

の
課
題
や
未
来
に
つ
い
て
研
修
し

ま
す
。

　

大
会
は
３
日
間
の
行
程
で
行
わ

れ
、
現
地
見
学
や
研
修
会
を
は
じ

め
、
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
交
流
を

深
め
る
良
い
機
会
で
す
。
特
に
25

日
の
午
前
中
は
、
大
勢
の
方
々
が

伝
建
地
区
や
周
囲
の
登
録
文
化
財

が
広
が
る
地
域
を
歩
い
て
研
修
し

ま
す
。
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
全
国
の

町
並
み
保
存
地
区
に
暮
ら
す
仲
間

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
交
流
を

深
め
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

※�

通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
路
上
の
駐
停
車
な
ど
を
控

え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
願
い
ま
す
。

期
間
中
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

（�

詳
細
は
近
日
中
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

第
１
日
目　

５
月
24
日
（
水
）

【
一
般
参
加
行
事�

15
時
40
分
～
17
時�

】

・�

記
念
講
演
会
（
河か

わ
ひ
が
し東
義よ

し
ゆ
き之
小
山

工
専
名
誉
教
授
）／
真
壁
伝
承
館

・��

事
例
報
告
（
大
分
県
日
田
市
）

／
真
壁
伝
承
館

・�

文
化
財
見
学
／
国
指
定
史
跡
真

　
壁
城
跡

・��
郷
土
芸
能
鑑
賞
（
真
壁
祇
園
囃

子
）／
真
壁
体
育
館

第
２
日
目　

５
月
25
日
（
木
）

・��

現
地
視
察
／
真
壁
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
周
辺

・��

郷
土
芸
能
鑑
賞
（
人
形
浄
瑠
璃

真
壁
白
井
座
）／
真
壁
伝
承
館

・��

意
見
交
換
会
（
住
民
研
修
）／

旧
真
壁
郵
便
局
、
旧
高
久
家
住

宅
ほ
か

・�

市
内
文
化
財
紹
介
／
真
壁
体
育
館

第
３
日
目　

５
月
26
日
（
金
）

・��

市
内
文
化
財
見
学
／
楽
法
寺
、

月
山
寺

・��

近
隣
伝
建
地
区
視
察
／
栃
木
市

嘉
右
衛
門
町
伝
建
地
区 

■
問
合
先
／
都
市
整
備
課�

伝
建

担
当
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１�

内
線
１
１
６
５
）

伝
建
ニ
ュ
ー
ス

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
指
導
士
会
会
員
が
活
躍
中

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、
高

齢
者
に
無
理
の
な
い
体
操
と
し
て

県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
指
導
士
会
（
西に

し
む
ら村
勝か

つ
ゆ
き征
会
長
）

で
は
63
名
の
指
導
士
が
、
各
地
区

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い

生
き
い
き
サ
ロ
ン
」
や
市
の
「
介

護
予
防
教
室
」、
地
域
の
老
人
会

の
集
会
な
ど
で
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
の
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
指
導
士
を
増
や
す

た
め
に
市
と
健
康
プ
ラ
ザ
が
協
力

し
て
、
市
内
で
初
め
て
３
級
指
導

士
養
成
講
習
会
を
開
催
。
新
た
に

18
名
の
指
導
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ご
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
高
齢
福
祉
課
（
☎
０

２
９
６-

75-

４
５
１
１
直
通
）

新たに誕生した18名のシルバーリハ
ビリ体操指導士の皆さんと井上副市
長（1列目中央左）
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まちの話題

介護のご相談は
居宅介護支援事業所

さくらがわさくらがわ
☎0296-20-6071

入所・短期入所・通所リハビリテーション

☎0296-20-6071
URL:http://www.douaikai.or.jp

介護老人保健施設

さくらがわさくらがわ
内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

延島クリニック延島クリニック
☎0296-58-5058

理学療法士・作業療法士 週１日～・１日３時間以上でOK!! 正・准看護師（施設）介護スタッフ
■医療法人
　同愛会 介護老人保健施設さくらがわ 〒309-1233

茨城県桜川市東飯田659 ☎0296-20-6071お気軽に
お電話下さい 担当：手面

急
募
!! スタッフ大募集！！

さくらがわ　2017.5.17

2月8日

桜
川
市
役
所
大
和
庁
舎
で
、
桜

川
市
歯
科
医
師
会
（
仁に

へ
い平

哲て
つ
お夫

会

長
）
と
桜
川
市
の
災
害
協
定
調
印

式
が
行
わ
れ
「
災
害
時
の
歯
科
医

療
救
護
に
つ
い
て
の
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害

な
ど
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

歯
科
医
療
救
護
、
応
急
に
必
要
な

歯
科
医
師
の
派
遣
、
医
薬
品
の
提

供
や
口
腔
ケ
ア
の
業
務
な
ど
、
災

害
時
に
必
要
な
事
項
が
取
り
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
名
所
で
知
ら
れ

る
「
高
峯
」
で
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が

咲
き
誇
る
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
地

元
の
平
沢
地
区
の
住
民
が
林
道
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
区
の
住
民
約
50
名

が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ッ
プ
や

箒ほ
う
き、
熊
手
な
ど
を
手
に
、
道
路
や

排
水
溝
に
溜
ま
っ
た
土
砂
や
落
ち

葉
を
清
掃
し
、
来
訪
者
の
皆
さ
ん

が
安
全
で
気
持
ち
良
く
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
散
策
が
で
き
る
環
境
整
備
に
協

力
し
ま
し
た
。

桜
川
中
学
校
で
、
あ
ざ
み
の
会

（
増ま

す
ぶ
ち渕

ア
イ
子
会
長
）
に
よ
る
絵

手
紙
作
成
の
授
業
参
観
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

指
導
を
受
け
た
の
は
、
２
年
１

組
の
29
名
の
生
徒
た
ち
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
両
親
や
小
学
校
の
先
生
に
、

「
感
謝
の
絵
手
紙
を
書
い
て
郵
便

で
送
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
郵
便

局
か
ら
葉
書
の
提
供
を
受
け
て
、

思
い
想
い
の
絵
手
紙
を
作
成
し
ま

し
た
。

岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
で
開

催
さ
れ
た
桜
川
市
長
杯
で
、
桃
山

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

が
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
桜
川
市
近
隣
中
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
男
女

そ
れ
ぞ
れ
24
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
選
手
は
「
こ
れ
か
ら

も
日
々
の
練
習
に
励
み
、
さ
ら
に

強
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

２月24日

2月18日～19日

３月５日

桜
川
市
歯
科
医
師
会
と
災
害
協
定
締
結

平
沢
地
区
住
民
が
「
高
峯
」
の
林
道
を
清
掃

桃
山
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

�

桜
川
市
長
杯
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

桜
川
中
で
、感
謝
の
気
持
ち
を
絵
手
紙
で
伝
え
る

�

授
業
参
観
開
催

災害協定を締結した 
桜川市歯科医師会の皆さんと大塚市長

絵手紙作成の指導を受ける生徒たち排水溝の清掃を行う平沢地区の皆さん

男女アベック優勝した桃山中バスケ部



歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

　

市
は
、
４
月
１
日
付
で
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
退

職
者
に
つ
い
て
は
３
月
31
日
付
で

す
。（
新
）
は
新
規
採
用
者

市
長
公
室

■
市
長
公
室
長
／
小お

が
わ川

豊
ゆ
た
か

秘
書
広
報
課

■
課
長
／
栗く

り
ば
や
し林
浩ひ

ろ
し

■
主
事
／

秋あ
き
や
ま山
哲て

つ
や也

企
画
課

■
次
長
兼
課
長
／
柴し

ば

保や
す
ゆ
き之
■
企
画

グ
ル
ー
プ
長
／
秋あ

き
や
ま山
健け

ん
い
ち一
■
統

計
・
国
体
準
備
グ
ル
ー
プ
長
／

岡お
か
の野
浩ひ

ろ
み美
■
主
事
／
嶺み

ね

勇ゆ
う
じ司
■
主

事
／
藤ふ

じ
た田
香か

ほ穂
（
新
）

職
員
課

■
課
長
／
真ま

が
さ
き崎

隆た
か
お男

■
副
主
査
／

小お
じ
ま島
幸ゆ

き
の
り徳
■
職
員
課
付
／
藤ふ

じ
た田

愛あ
い
こ子
■
職
員
課
付
／
大お

お
ば羽
恵え

み実
■

職
員
課
付
／
山や

ま
な
か中
祐ゆ

み美
■
職
員
課

付
／
小こ

ば
や
し林
香か

お
り織
■
職
員
課
付
／

大お
お
ば場
美み

さ
き咲
■
職
員
課
付
／
磯い

そ

安や
す
あ
き昭

市
長
公
室
付
派
遣
職
員

■
茨
城
県
派
遣
（
主
任
）
／
深ふ

か
や谷

康や
す
は
る玄
■
経
済
産
業
省
派
遣（
主
事
）

／
中な

か
が
わ川
陽よ

う
へ
い平

総
務
部

■
総
務
部
長
／
阿あ

く

つ

久
津
裕ゆ

う
じ治

総
務
課

■
次
長
兼
課
長
／
河か

わ
い合
利と

し
み
ち通
■
主

幹
／
市い

ち
む
ら村

直な
お
ゆ
き之

■
主
事
／
稲い

な
が
わ川

諒ま
こ
と（
新
）

財
政
課

■
管
財
契
約
グ
ル
ー
プ
長
／
青あ

お
き木

康や
す
ひ
ろ博
■
主
任
／
山や

ま
な
か中
肇

は
じ
め

税
務
課

■
課
長
／
藤ふ

じ
た田
保や

す
お男
■
市
民
税
グ

ル
ー
プ
長
／
大お

お
は
た畠
美み

ち

よ

智
代
■
主
幹

／
坪つ

ぼ
い井
一か

ず
よ
し純
■
主
幹
／
舘た

て

亨と
お
る

■

主
事
／
成な

り
た田
晶あ

き
ひ
ろ裕
（
新
）

収
税
課

■
課
長
／
太お

お
た田
貴よ

し
ひ
さ久
■
収
納
グ

ル
ー
プ
長
／
中な

か
じ
ま島
元も

と

■
主
任
／

早は
や
せ瀬
則の

り
ゆ
き之
■
主
任
／
深ふ

か
や谷
弥や

よ
い生
■

主
任
／
大お

お
ば場
康や

す
ひ
ろ弘

防
災
課

■
課
長
／
秋あ

き
や
ま山
豊ゆ

た
か

■
防
災
グ

ル
ー
プ
長
／
島し

ま
だ田
晴は

る
お朗
■
主
任
／

大お
お
し
ま島
彬あ

き
ら

■
主
事
／
成な

り
た田
大だ

い
ち地

岩
瀬
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
課
長
／
仙せ

ん
ば波
朝と

も
た
か孝

真
壁
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
課
長
／
田た

さ
き崎
美み

ち

よ

千
代
■
主
任
／

米よ
ね
か
わ川
恵

め
ぐ
み

大
和
庁
舎
総
合
窓
口
課

■
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
長
／
飯い

い
づ
か塚

亮り
ょ
う
こ子
■
主
任
／
小こ

ば
や
し林
希の

ぞ
み

■
主
事

／
中な

か
ざ
と里
は
る
圭か

総
合
戦
略
部

■
総
合
戦
略
部
長
／
佐さ

と
う藤
勤

つ
と
む

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課

■
次
長
兼
課
長
／
市い

ち
つ
か塚
久ひ

さ
じ弐
■

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
長
／
岩い

わ
ぶ
ち渕

治は
る
ひ
と仁
■
副
主
査
／
近こ

ん
の
う納
裕ひ

ろ
ま
さ政
■

主
幹
／
山や

ま
か
わ川
拓た

く
や也
■
主
事
／
牧ま

き
む
ら村

祐ゆ
う
き樹

地
域
開
発
課

■
課
長
／
上う

え
の野
茂し

げ
お雄
■
地
域
開
発

グ
ル
ー
プ
長
／
今い

ま
い井
克か

つ
の
り紀
■
主
幹

／
軽か

る
べ部
徹と

お
る

■
主
任
／
古ふ

る
は
し橋
優ひ

ろ
た
か剛

病
院
整
備
推
進
課

■
課
長
／
仁に

へ
い平
昌ま

さ
の
り則
■
病
院
整
備

推
進
グ
ル
ー
プ
長
／
増ま

す
ぶ
ち渕
孝た

か
あ
き明
■

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
長
／
久く

み

き

見
木

憲け
ん
い
ち一
■
副
主
査
／
長な

が
し
ま島
幸ゆ

き
お男
■
主

幹
／
野の

む
ら村
健け

ん
た太
■
主
事
／
小こ

い
ず
み泉

洋よ
う
た太
■
主
事
補
／
上う

え
の野
拓た

く
ろ
う郎

市
民
生
活
部

■
市
民
生
活
部
長
／
小こ

ま
つ
ざ
き

松
﨑
稔

み
の
る

市
民
課

課
長
／
真ま

い
え家
邦く

に
こ子
■
市
民
グ
ル
ー

プ
長
／
古ふ

る
は
し橋
政ま

さ
こ子
■
主
事
／
安あ

だ
ち達

一か
ず
き樹
■
主
事
／
長は

せ

が

わ

谷
川
陽は

る
か香（
新
）

■
人
権
啓
発
推
進
室
副
主
査
／

大お
お
ぜ
き関
聡

さ
と
し

国
保
年
金
課

■
次
長
兼
課
長
／
上う

え
の野
誠せ

い
い
ち一
■
国

保
給
付
グ
ル
ー
プ
長
／
井い

の
う
え上
さ
ち

子こ

■
国
保
税
グ
ル
ー
プ
長
／
初は

つ
し
ば芝

保た
も
つ

■
医
療
年
金
グ
ル
ー
プ
長
／

斎さ
い
と
う藤
史ふ

み
こ子
■
主
査
／
齋さ

い
と
う藤
純じ

ゅ
ん
こ子
■

主
幹
／
中

ち
ゅ
う
じ
ょ
う條
千ち

よ

こ

代
子
■
主
任
／

和わ

ち地
美み

さ

こ

沙
子
■
主
事
／
石い

し
か
わ川
雄た

け
み望

■
主
事
／
櫻さ

く
ら
い井
さ
つ
き
■
主
事
／

鈴す
ず
き木

美み

か佳
（
新
）

生
活
環
境
課

■
課
長
／
郡ぐ

ん
じ司
純す

み
お夫
■
環
境
公
害

対
策
グ
ル
ー
プ
長
／
増ま

す
ぶ
ち渕
聖き

よ
し志
■

市
民
活
動
・
交
通
安
全
グ
ル
ー
プ

長
／
大お

お
つ
か塚
富ふ

じ

こ

二
子
■
主
査
／
濱は

ま
の野

利り

い

こ

以
子
■
副
主
査
／
栗く

り
ざ
き﨑
弘ひ

ろ
し

■

副
主
査
／
海え

び

さ

わ

老
澤
貴た

か
し

■
主
事
／

川か

わ

な

ご

那
子
理り

か香
■
主
事
／
羽は

の

し

ま

野
島

和か
ず
き喜
■
主
事
／
豊と

よ
ぐ
ち口
貴た

か
ひ
ろ悠
（
新
）

■
主
事
補
／
藤ふ

じ
た田
裕ゆ

う
た太

保
健
福
祉
部

■
保
健
福
祉
部
長
／
上う

え
の野
荘そ

う
じ司

社
会
福
祉
課

■
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ
長

／
古こ

や
ま山
み
ち
子こ

■
社
会
福
祉
グ

ル
ー
プ
長
／
田た

や谷
賢け

ん
い
ち一
■
副
主
査

／
戸と

し
ま嶋
忠た

だ
ゆ
き行
■
副
主
査
／
大お

お
や
ま山

幸さ
ち
え江
■
主
幹
／
小こ

ば
や
し林
賢け

ん
い
ち一
■
主
任

／
伊い

せ勢
祐ゆ

か

こ

可
子
■
主
事
／
大お

お

わ

だ

和
田

凌り
ょ
う
へ
い平
（
新
）

児
童
福
祉
課

■
課
長
／
尾お

み見
敦あ

つ
こ子
■
こ
ど
も
未

来
グ
ル
ー
プ
長
／
堀ほ

り

豊と
よ
こ子

■
副
主

査
／
近こ

ん
の
う納

美み

ほ穂
■
主
任
／
古こ

や

た

谷
田

敦あ
つ
み美

■
主
事
／
安あ

だ
ち達

和か
ず
き樹

■
主
事

／
福ふ

く
よ
し吉
彩あ

や
か香
（
新
）

岩
瀬
認
定
こ
ど
も
園

■
園
長
／
江え

じ
り尻
玲れ

い
こ子
■
副
園
長
／

安あ
だ
ち達
美み

ゆ
き幸
■
保
育
教
諭
（
主
幹
）

／
松ま

つ
も
と本
典の

り
こ子
■
保
育
教
諭（
主
幹
）

／
安あ

だ
ち達
里さ

と
み美
■
保
育
教
諭（
主
任
）

／
瀧た

き
た田
有ゆ

き希
■
保
育
教
諭（
主
任
）

／
軽か

る
べ部

真ま

ゆ

み

裕
美

岩
瀬
東
部
認
定
こ
ど
も
園

■
園
長
／
萩は

ぎ
わ
ら原

英ひ
で
お雄

■
保
育
教
諭

（
副
主
査
）
／
平ひ

ら
ま間

亜あ

や也
■
保
育

教
諭
（
主
幹
）
／
中な

か
じ
ま島
絵え

り

こ

理
子

や
ま
と
認
定
こ
ど
も
園

■
園
長
／
冨と

み
た田
栄え

い
こ子
■
副
園
長
／

鈴す
ず
き木
敦あ

つ
こ子
■
保
育
教
諭（
副
主
査
）

／
岸き

し
も
と本
利と

し
え恵
■
保
育
教
諭
（
副
主

査
）／
一い

ち
き木
由ゆ

み美
■
保
育
教
諭（
主

任
）
／
仲な

か
た田
紗さ

き

こ

貴
子

高
齢
福
祉
課

■
次
長
兼
課
長
／
原は

ら

広ひ
ろ
こ子
■
主
査
／

飛ひ

け毛
俊と

し
ひ
ろ浩
■
主
事
／
山や

ま
だ田
智と

も
ひ
ろ弘（
新
）

介
護
保
険
課

■
次
長
兼
課
長
／
大お

お
ぜ
き関
一か

つ
し司
■
介

護
保
険
グ
ル
ー
プ
長
／
五い

が

ら

し

十
嵐

敦あ
つ
し

■
主
任
／
高た

か
ま
つ松
直な

お
こ子
■
主
任

／
川か

わ
か
み上

佳よ
し
ひ
ろ宏

■
主
事
／
植う

え
き木

紀の
り
あ
き暁

■
主
事
／
國こ

う

だ

府
田
真ま

ゆ由
（
新
）

健
康
推
進
課

■
主
任
／
安や

す
だ田
美み

か

こ

佳
子
■
主
事
／

横よ
こ
た田
翔し

ょ
う
こ子
（
新
）
■
主
事
補
／

荻お
ぎ
の野

美み
す
ず鈴

（
新
）

経
済
部

■
経
済
部
長
／
斎さ

い
と
う藤
学

ま
な
ぶ

農
林
課

■
課
長
／
田た

ぐ
ち口
瑞み

ず
お男
■
農
政
グ

ル
ー
プ
長
／
坪つ

ぼ
い井
昭あ

き
ら

■
副
主
査

／
貝か

い
と
う藤
百ゆ

り

こ

合
子
■
主
事
補
／
矢や

じ
ま島

賢け
ん
と人
（
新
）

商
工
観
光
課

■
次
長
兼
課
長
／
鈴す

ず
き木

政ま
さ
と
し俊

■
主

任
／
大お

お
ば場

雄ゆ
う
い
ち一

桜
川
市
水
田
農
業
振
興
室

■
副
主
査
／
渡わ

た
な
べ邉

正ま
さ
と人

■
主
事
／

大お
お
つ
か塚
陸り

く
や也
（
新
）

桜
川
市
土
地
改
良
事
務
局

■
参
事
補
兼
桜
川
市
土
地
改
良
事

務
局
長
／
石い

し
か
わ川
幹み

き
お夫

建
設
部

■
建
設
部
長
／
尾お

み見
誠

ま
こ
と

建
設
課

■
次
長
兼
課
長
／
内う

ち
や
ま山
久ひ

さ
み
つ光
■
道

路
建
設
グ
ル
ー
プ
長
／
海え

び

さ

わ

老
澤

久ひ
さ
し司
■
主
査
／
内う

ち
お
け桶
裕ま

さ
の
り教
■
副
主

査
／
島し

ま
ざ
き﨑
寿と

し
は
る春
■
副
主
査
／
木き

む
ら村

友と
も
み美
■
主
任
／
山や

ま
ざ
き﨑
和か

ず
の
り典
■
主
事

補
／
小お

じ
ま島
宏ひ

ろ
き貴
（
新
）

都
市
整
備
課

■
次
長
兼
課
長
／
白は

く
た田
伸し

ん
い
ち一
■
整

備
・
管
理
グ
ル
ー
プ
長
／
笠か

さ
く
ら倉

洋ひ
ろ
こ子
■
主
査
／
高た

か
く久
正ま

さ
き喜
■
主
幹

／
関せ

き
も
と本
崇た

か
し志
■
主
任
／
軽か

る
べ部
敬け

い
ぞ
う三

■
主
事
／
白は

く
た田

真ま

ゆ悠
■
主
事
／

櫻さ
く
ら
い井

佑ゆ
う
き樹

（
新
）

上
下
水
道
部

水
道
課

■
課
長
／
斎さ

い
と
う藤
茂し

げ
る

■
副
主
査
／

中な
か
の野
貴た

か
ゆ
き之
■
主
幹
／
安や

す
だ田
哲て

つ
や也
■

主
事
／
佐さ

と
う藤
丈た

け
ひ
こ彦
（
新
）

下
水
道
課

■
次
長
兼
課
長
／
高た

か
く久
均ひ

と
し

■
工

務
・
浄
化
槽
グ
ル
ー
プ
長
／
齋さ

い
と
う藤

修し
ゅ
う
い
ち一

■
主
幹
／
勝か

つ
た田

浩ひ
ろ
ゆ
き幸

■
主

事
／
上う

え
の野

颯そ
う
へ
い平

（
新
）

会
計
課

■
会
計
管
理
者
／
古ふ

る
は
し橋
正ま

さ
み
つ充
■
次

長
兼
課
長
／
岩い

わ
み見
良よ

し
こ子
■
主
任
／

赤あ
か
つ津
真ま

な奈

市
議
会
事
務
局

■
市
議
会
事
務
局
長
／
谷や

た

べ

田
部
清

き
よ
し

■
主
査
／
荻お

ぎ
わ
ら原
由ゆ

き

え

紀
恵

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

■
次
長
兼
課
長
／
神こ

う
の野
広ひ

ろ
ゆ
き幸
■
主

幹
／
髙た

か
に
わ庭
美み

よ

こ

代
子
■
主
任
／
小お

じ
ま嶋

智と
も
ひ
ろ裕
■
主
事
／
田た

な
か中
俊し

ゅ
ん
た多
（
新
）

ま
か
べ
幼
稚
園

■
園
長
／
金か

な

い

だ

井
田
伸の

ぶ
こ子
■
教
頭
／

鈴す
ず
き木
悦え

つ
こ子
■
主
任
教
諭
（
主
査
）

／
渡わ

た
な
べ辺
朝と

も
こ子
■
教
諭
（
主
事
）
／

渡わ
た
な
べ辺
奈な

お

み

保
美

桜
川
市
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
所
長
／
永な

が

た田
茂し

げ
る

■
主
任
／

渡わ
た
な
べ邉

明あ
き
ひ
こ彦

教
育
指
導
課

■
副
主
査
／
大お

お
ば場
真ま

ゆ

み

由
美

生
涯
学
習
課

■
文
化
財
グ
ル
ー
プ
長
／
二に

の
み
や宮

浩ひ
ろ
こ子
■
公
民
館
グ
ル
ー
プ
長
／

杉す
ぎ
や
ま山
明あ

き

こ子
■
主
幹
／
古こ

う

た

宇
田

麻ま

な

み

名
美
■
主
事
／
横よ

こ
た田
典の

り
こ子
■
主

事
／
川か

わ
ま
た又

隆り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
新
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■
課
長
／
仁に

へ
い平

博ひ
ろ
あ
き章

■
主
事
／

石い
し
か
わ川

貴た
か
の
り典

（
新
）

農
業
委
員
会
事
務
局

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長
／
太お

お
た田

昇の
り
こ子
■
農
業
委
員
会
グ
ル
ー
プ
長

／
若わ

か
ば
や
し林
正ま

さ
の
り則

退
職
者

✿
横よ

こ
た田
藤ふ

じ
ひ
こ彦
✿
稲い

な
が
わ川
潤じ

ゅ
ん

✿
安あ

だ
ち達

誠ま
こ
と

✿
飯い

い
じ
ま嶋
京き

ょ
う
こ子
✿
井い

さ
か坂
徹と

お
る

✿

野の

ざ

わ沢
英ひ

で
と
し俊
✿
鈴す

ず

き木
孝た

か
し

✿
仁に

へ

い平

一か
ず
と
し利
✿
塚つ

か
も
と本
真し

ん
き
ち吉
✿
仁に

へ
い平
忍し

の
ぶ

✿

米よ
ね
か
わ川
道み

ち
こ子
✿
梅う

め
は
ら原
智ち

え

こ

恵
子
✿
大お

お
ば場

美み

ち

よ

千
代
✿
松ま

つ
も
と本
惠め

ぐ
み

✿
松ま

つ
な
が永
典の

り
ひ
こ彦

✿
石い

し
か
わ川
良よ

し
こ子
✿
岩い

わ
も
と本
恵け

い
こ子
✿
小こ

い
け池

美み

ゆ

き

由
紀
✿
須す

ど
う藤

舞ま
い

✿
田た

な
か中

初は
つ
ね音

桜
川
市
職
員
の
人
事
異
動

行　政

情　報
市 の 動 き
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Health guide健康ガイド

月分

《問合先》健康推進課
 ☎ 0296 －75 －3159（直通）
 ☎ 58－5111・75－3111（代表）

詳細は、「桜川市健康カレンダー」をご覧ください。

時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

▼診察時間

9：30～12：30
12：30

9：00
〜

（受付は 12：00まで）

（受付は 18：30まで）
14：30～19：00

曜日 月 火 水 木 金 土 日

◯

◯

◯ 休

休

休

休休◯

◯

◯

◯

◯

来院前に、必ずご連絡ください。

Baby Kumon教室開講中0～2歳の親子で参加

〒300-4421 桜川市真壁町原方191-4
☎0296－23－9230

〒300-4513 筑西市中根94
本　　社

☎0296－52－2337

○粗　大　ゴ　ミ収集運搬業務
○事業系ごみ収集運搬業務
○一般廃棄物収集運搬業務

明野資源リサイクル㈱
真壁支店

さくらがわ　2017.5.1 10さくらがわ　2017.5.111

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

■
５
歳
児
健
康
相
談

・
対
象
／
Ｈ
24
年
６
月
生

・
日
程
／
６
月
30
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
４
～
７
か
月
児
育
児
相
談

・ 

対
象
／
Ｈ
28
年
12
月
、
Ｈ
29
年

１
月
生

・
日
程
／
６
月
１
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
28
年
６
月
生

・
日
程
／
６
月
26
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
27
年
10
月
・
11
月
生

・
日
程
／
６
月
６
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 
持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
バ

ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
28
年
４
月
～
６
月
生

・
日
程
／
６
月
29
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
（
Ｂ
コ
ー

ス
）（
要
予
約
）

・
対
象
／
妊
婦
お
よ
び
そ
の
家
族

・
日
程
／
６
月
27
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・ 

内
容
／
助
産
師
の
講
和
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
運
動
が
で
き
る
服
装

■
離
乳
食
相
談
（
定
員
20
名
）

・ 

対
象
／
生
後
４
～
６
か
月
児
と

そ
の
保
護
者

・
日
程
／
６
月
２
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・ 

開
催
時
間
／
９
時
45
分
～
11
時

30
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
送
付
し
た
問
診
票

健
康
相
談

■
総
合
健
康
相
談
（
要
予
約
）

　

保
健
師
や
栄
養
士
が
、
健
康
上

の
不
安
・
心
配
事
に
つ
い
て
、
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・
日
程
・
会
場

【
６
月
26
日
（
月
）】
健
康
推
進
課

（
岩
瀬
庁
舎
）、
岩
瀬
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
計
測
）

【
６
月
29
日
（
木
）】
真
壁
保
健
セ

ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

　
「
最
近
、
よ
く
眠
れ
な
い
」「
人

の
視
線
が
気
に
な
る
」
な
ど
、
心

の
健
康
で
悩
ん
で
い
る
方
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
・
ご
近
所
・

職
場
の
方
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

6

春
は
こ
こ
ろ
の
健
康
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
に
要
注
意

・
日
程
／
６
月
15
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当
し
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

成
人
健
康
診
査

　

各
健
診
と
も
過
去
３
年
間
に
、

１
回
で
も
受
診
さ
れ
た
方
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
新
た
に
健
診
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
推
進
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
住
民
健
診

・
対
象
／
20
歳
以
上
の
方

・ 

会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

・ 

日
程
・
受
付
時
間
／
〔
大
和
地

区
〕
６
月
７
日
（
水
）
～
８
日

（
木
）・
９
時
30
分
～
11
時
・
13

時
30
分
～
14
時
30
分
〔
全
地
区
〕

６
月
11
日
（
日
）・
９
時
30
分

～
11
時

・ 

内
容
／
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
、
若
年
者
健
診
、
結
核
・

肺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立

腺
が
ん
検
診

■
大
腸
が
ん
検
診
（
検
体
回
収
）

・ 

対
象
／
40
歳
以
上
で
、ミ
ニ
ド
ッ

グ
・
住
民
健
診
を
受
診
せ
ず
、

大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
ご
希
望

の
方

・ 

日
程
／
６
月
15
日
（
木
）・
21

日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
庁
舎

・
受
付
時
間
／
９
時
～
10
時

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

・ 

日
程
／
６
月
９
日
（
金
）
～
10

日
（
土
）

・ 

会
場
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

・
受
付
時
間
／
７
時
～
10
時

・ 

内
容
／
胃
が
ん
検
診
、
結
核
・

肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、

前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
、
特
定
健
診
、
後
期

高
齢
者
検
診

※�

検
査
項
目
に
よ
り
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診（
要

予
約
）

・ 

対
象
／
子
宮
頸
が
ん
検
診
…
20

歳
以
上
の
女
性
、
乳
が
ん
検
診

…
30
歳
以
上
の
女
性

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」

・ 

日
程
／
６
月
22
日
（
木
）
～
24

日
（
土
）

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

日
程
／
６
月
12
日（
月
）～
17
日

（
土
）、19
日（
月
）
～
20
日（
火
）

※
午
後
の
み
、
21
日
（
水
）

共
通
事
項

・ 

申
込
期
間
／
５
月
14
日（
日
）（
土

曜
健
診
の
み
）、５
月
15
日
（
月
）

～
19
日
（
金
）

・
申
込
先
／
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０-

０
７
７-

１
５
０
）

・
受
付
時
間
／
９
時
～
17
時

・ 

内
容
／
子
宮
頸
が
ん
…
子
宮
頸

部
細
胞
診
）、
乳
が
ん
検
診
…

超
音
波
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
。年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※�

過
去
３
年
間
、
受
診
歴
の
な
い

方
は
通
知
が
届
き
ま
せ
ん
の

で
、
健
康
推
進
課
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

診
療
時
間
／
９
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

受
付
時
間
／
９
時
～
11
時
30
分
、13
時
～
15
時
30
分

６
月
４
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
袖
山
医
院
本
院

・
住
所
／
西
桜
川
１-

43

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
０
１
９

６
月
11
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
仁
保
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
真
壁
４
２
５

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-

８
０
８
８

６
月
18
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・ 

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

-

２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

６
月
25
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
内
科
宮
本
医
院

・ 

住
所
／
真
壁
町
古
城
２
２
９-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
０
１

　

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
、

そ
し
て
「
変
化
」
の
季
節
で
す
。

誰
に
と
っ
て
も
大
な
り
小
な
り
変

化
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

気
温
高
低
差
に
伴
う
体
温
調
節

や
、
新
し
い
環
境
で
の
心
の
疲
労

な
ど
、
い
き
な
り
の
変
化
に
順
応

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
体
と
心
に

ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
し
ま
い
、
メ

ン
タ
ル
面
を
支
え
る
自
律
神
経
も

乱
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
（
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
）
を
維
持
し
、
変
化
の
時
期

を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
必
要

な
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

・
ス
ト
レ
ス
へ
の
気
づ
き

　

自
分
は
今
ど
う
い
う
状
態
で
、

何
を
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
て
い
る

か
、
例
え
ば
、
環
境
の
変
化
へ
の

ス
ト
レ
ス
反
応
が
出
て
い
な
い
か

等
、
自
分
自
身
の
状
態
を
気
に
か

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
セ
ル
フ
ケ
ア

　

趣
味
の
時
間
や
、
生
活
の
中
で

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
時
間
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
す
。
心
の
疾
患
の

症
状
が
長
引
く
、
程
度
が
重
く
生

活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
は
、

一
度
医
療
機
関
を
受
診
し
て
み
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
は
、

信
頼
で
き
る
人
に
話
を
聞
い
て
も

ら
う
こ
と
で
問
題
が
整
理
さ
れ
、

気
持
ち
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

様
々
な
事
情
か
ら
身
近
な
人
に

は
話
し
に
く
い
と
い
う
場
合
は
、

相
談
窓
口
や
医
療
機
関
な
ど
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
相
談
を
利
用
す
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
い
の
ち
の
電
話�

つ

く
ば
（
☎
０
２
９-

８
５
５-

１
０
０
０
）・
水
戸
（
☎
０
２
９-

３
５
０-

１
０
０
０
）
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税

平
成
29
年
度
市
・
県
民
税
所
得

課
税
証
明
書
の
交
付
開
始
日

　

所
得
課
税
証
明
書
の
交
付
開
始

日
は
市
県
民
税
の
納
税
方
法
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
５
月
12
日
（
金
）
交
付
開
始
／

①
市
県
民
税
が
全
額
給
与
か
ら
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方

■
６
月
14
日
（
水
）
交
付
開
始
／

②
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付

（
普
通
徴
収
）
の
方
、
③
年
金
か

ら
天
引
き
の
方
、
④
非
課
税
の
方

※�

世
帯
の
所
得
課
税
証
明
書
な
ど

は
、
世
帯
全
員
が
①
に
該
当
す

る
場
合
の
み
５
月
12
日
（
金
）

か
ら
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
問
合
先
／
税
務
課
（
☎

０
２
９
６-

58-

５
６
０
２
直
通
）

お
知
ら
せ

農
業
者
年
金
積
立
で
豊
か
な

老
後
を

　

農
業
者
年
金
は
、
個
人
で
保
険

料
を
自
由
に
設
定
し
て
将
来
に
受

け
取
る
金
額
が
決
ま
る
「
確
定
拠

出
型
年
金
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

■
保
険
料
／
毎
月
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
間
で
設
定
。

（�
支
払
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

■
加
入
要
件
／
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
で
、
農
業
に
年
間
60
日

以
上
従
事
し
、
60
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
。

※�

40
歳
未
満
の
担
い
手
や
農
業
後

継
者
は
、
要
件
に
よ
っ
て
毎
月

の
保
険
料
の
一
部
が
国
庫
補
助

の
対
象
。

■
特
徴
／
80
歳
ま
で
に
亡
く
な
っ

た
場
合
は
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金

の
支
給
あ
り
。要
件
を
満
た
せ
ば
、

夫
婦
で
も
加
入
可
。

※�

み
ど
り
年
金
や
国
民
年
金
基
金

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
重

複
し
て
の
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
問
合
先
／
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・
内
線
３
１
８
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

5
月
納
期
の
税
・
保
険
料

納
期
限
／
５
月
31
日（
水
）

軽
自
動
車
税�

全
期

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
再

確
認
の
無
料
化
開
始

　

防
災
行
政
無
線
放
送
再
確
認
電

話
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化（
無
料
）

に
伴
い
、
お
問
い
合
わ
せ
電
話
番

号
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
／

０
１
２
０-

５
０
４-

１
１
５

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
し
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
29
年
６
月
１

日
で
す
。
工
業
を
営
む
事
業
者
の

皆
さ
ま
は
、
調
査
員
が
参
り
ま
し

た
ら
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１�

内

線
１
２
７
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池

が
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て

も
危
険
で
す
。

　

10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、
取
扱
説
明
書
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

・�

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

こ
と
／
一
般
社
団
法
人
日
本
火

災
報
知
器
工
業
会
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
／

０
１
２
０-

５
６
５-

９
１
１
）

・�

そ
の
他
／
桜
川
消
防
署
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
５
９
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

桜
川
市
大
和
の
石
ま
つ
り
開
催

　

日
本
石
材
三
大
産
地
の
桜
川
市

で
石
の
祭
典
『
第
27
回
桜
川
市
大

和
の
石
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

ま
つ
り
は
、
墓
石
・
灯
篭
・
オ

ブ
ジ
ェ
・
小
物
・
原
石
の
展
示
の

他
、
石
彫
体
験
・
石
あ
か
り
コ
ン

テ
ス
ト
・
音
楽
祭
な
ど
、
家
族
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
／
６
月
３
日
（
土
）
～
４

日
（
日
）、
９
時
～
17
時

■
会
場
／
桜
川
市
役
所
大
和
庁
舎

前
駐
車
場

■
問
合
先
／
桜
川
市
商
工
会�

真

壁
事
務
所�

飯い
い
む
ら村
（
☎
０
２
９
６

-

55-

４
１
１
１
）

昨年行われた大和の石まつり

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
事
業
者
へ
の
支
援

決
定
延
長
の
お
知
ら
せ

　

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業

者
再
生
支
援
機
構
は
、
被
災
さ
れ

た
中
小
事
業
者
の
方
々
に
対
し
、

事
業
再
生
計
画
づ
く
り
の
支
援
や

金
融
機
関
な
ど
が
有
す
る
債
権
の

買
取
、
支
払
猶
予
、
利
子
の
減
免
、

債
務
の
保
証
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
支
援
決
定
を
行
う
期
間

が
１
年
延
長
さ
れ
、
平
成
30
年
２

月
22
日
（
木
）
ま
で
と
な
り
ま
し

た
。
震
災
に
よ
る
直
接
的
な
被
害

が
な
く
て
も
間
接
的
な
被
害
を
受

け
た
事
業
者
や
、
原
発
事
故
に
よ

る
営
業
賠
償
金
を
受
領
し
て
い
る

事
業
者
に
つ
い
て
も
支
援
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

支
援
決
定
ま
で
に
相
応
の
時
間

が
必
要
な
た
め
、
平
成
29
年
夏
ご

ろ
ま
で
の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
先
／
株
式
会
社
東
日
本
大

震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構�

水

戸
出
張
所
（
☎
０
２
９-

２
３
２

-

８
１
１
２
）募

集

県
民
交
通
災
害
共
済
に

家
族
で
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

県
民
交
通
災
害
共
済
の
加
入
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通

事
故
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
場
合

の
救
済
を
目
的
と
す
る
共
済
制
度

で
す
。
会
員
が
道
路
上
な
ど
で
交

通
災
害
を
受
け
た
際
、
治
療
実
日

数
（
通
院
・
入
院
さ
れ
た
日
数
）

に
応
じ
て
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
対
象
者
／
桜
川
市
に
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
方

■
会
費
／
大
人
９
０
０
円
、
中
学

生
以
下
５
０
０
円

■
申
込
先
／
生
活
環
境
課
（
岩
瀬

庁
舎
２
階
）、
総
合
窓
口
課
（
大

和
・
真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）●　

　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
甲
子
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

■
期
日
／
６
月
４
日
（
日
）

■
参
加
費
用
／
会
員
３，
５
０
０

円
、
非
会
員
４，
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１，
０
０
０
円

■
募
集
人
員
／
60
名

■
申
込
期
限
／
５
月
31
日
（
水
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
込
先
／
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス

カ
」
内
（
☎
75-

６
６
０
０
）、

大
和
中
央
公
民
館
（
☎
58-

７
１
１
７
）、
真
壁
体
育
館
（
☎

54-

０
７
５
３
）

※�

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
参
加
費

用
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
ス
マ
イ
ル
ク

ラ
ブ
（
☎
０
９
０-

６
７
９
３-

２
０
１
６
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

筑
西
地
方
家
族
会�

相
談
支
援

　

筑
西
・
結
城
・
桜
川
市
在
住
で

親
・
夫
・
妻
・
子
供
の
心
の
病
気

で
お
悩
み
の
方
、
家
族
相
談
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

開
催
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
例
会
・
交
流
会

■
定
例
会
開
催
日
／
５
月
23
日
、

７
月
25
日
、
９
月
26
日
、
11
月
28

日
、
平
成
30
年
１
月
23
日
、
３
月

27
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

■
交
流
会
開
催
日
／
６
月
27
日
、

８
月
22
日
、
10
月
24
日
、
平
成
30

年
２
月
27
日（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

■
開
催
時
間
／
13
時
～

■
開
催
場
所
／
筑
西
保
健
所
（
筑

西
市
甲
１
１
４
）

相
談
日

■
相
談
開
催
日
／
４
月
19
日
、
５

月
17
日
、
６
月
21
日
、
７
月
19
日
、

９
月
20
日
、
10
月
18
日
、
11
月
15

日
、
12
月
20
日
、
平
成
30
年
１
月

17
日
、
２
月
21
日
（
い
ず
れ
も
水

曜
日
）

■
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

■
開
催
場
所
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば

さ�

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
（
筑
西
市
小
林
３
５
５
）

共
通
事
項

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
地

方
家
族
会�

会
長�

古こ
い
け池
源げ

ん
ぞ
う造
（
☎

０
２
９
６-

52-

２
７
４
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

と
き
め
き
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

と
ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ

手
作
り
体
験
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■
日
時
／
６
月
４
日
（
日
）
10
時

30
分
～
14
時
40
分（
受
付
10
時
～
）

■
場
所
／
下
館
工
房
（
筑
西
市
み

ど
り
町
２-
８-

１
）

■
募
集
人
数
／
40
歳
以
下
の
独
身

男
女
各
15
名
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
男
性
６，
０
０
０
円
、

女
性
１，
８
０
０
円

■
募
集
期
間
／
５
月
６
日
（
土
）

～
31
日
（
水
）（
９
時
～
19
時
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
メ
ド
ウ
ル
ミ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
☎

０
２
９
６-

25-

２
６
７
８
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進
講

習
会�

介
護
職
員
初
任
者
研
修

■
期
日
／
６
月
11
日
（
日
）
～
10

月
１
日
（
日
）、16
日
間
（
１
３
０

時
間
）

■
会
場
／
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会�

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー�

会
議
室

■
受
講
対
象
者
／
母
子
家
庭
の
母

ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で
、
全
日

程
出
席
で
き
、
今
後
就
労
を
希
望

す
る
方

■
募
集
人
員
／
20
名

■
受
講
料
／
６，
０
０
０
円
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
保
険
料
が
別
途

か
か
り
ま
す
。）

■
申
込
期
限
／
５
月
22
日
（
月
）

（
消
印
有
効
）

※�

申
込
用
紙
は
、
児
童
福
祉
課
窓

口
（
岩
瀬
庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.ibaboren.or.jp/info2.

htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
を
郵
送

■
そ
の
他
／
託
児
所
を
利
用
で
き

ま
す
（
２
歳
児
以
上
）。

※�

所
得
に
応
じ
て
交
通
費
の
補
助

が
一
部
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会�

母
子
・
父

子
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
八
幡

町
11-

52�
☎
０
２
９-

２
２
１-

８
４
９
７
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

危
険
物
取
扱
者
試
験

甲
種
・
乙
種
（
第
１
～
６
類
）・

丙
種

　市民の皆様の声を行政に反映
するために、市長とお話しして
みませんか。話題はなんでも結
構です。
　なお、市長は職務上、急な用
務が入る場合がありますので、
その場合は副市長などが対応す
ることになります。
　お手数でも事前（前日）にお
問い合わせください。
■日時／ 5 月 22 日（月）
    9 時～ 12 時・13 時～ 15 時
■場所／市役所大和庁舎
■�問合先／秘書広報課（☎ 58-

5111・75-3111 代表）

※ 次 回 ／ 6 月 19 日（ 月 ） は、
市役所岩瀬庁舎で開催します。

市長と語ろう！
「市民の日」

施
設
の
臨
時
休
館

真
壁
伝
承
館
・
歴
史
資
料
館

真
壁
図
書
館

■
臨
時
休
館
日
／
平
成
29
年
５
月

15
日
（
月
）

■
休
館
理
由
／
定
期
清
掃

■
問
合
先
／
生
涯
学
習
課
（
大

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」
内
、
☎
０
２
９
６-

20-

６
３
０
０
）

■
６
月
25
日
（
日
）
試
験

・�

書
面
申
請
期
間
／
５
月
12
日

（
金
）
～
24
日
（
水
）

・�

電
子
申
請
期
間
／
５
月
９
日

（
火
）
～
21
日
（
日
）

■�

10
月
15
日
（
日
）
試
験

・�

書
面
申
請
期
間
／
８
月
25
日

（
金
）
～
９
月
６
日
（
水
）

・�

電
子
申
請
期
間
／
８
月
22
日

（
火
）
～
９
月
３
日
（
日
）

■
試
験
会
場
／
下
館
工
業
高
等

学
校
（
筑
西
市
玉
戸
１
３
３
６-

１
１
１
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
一
般
財

団
法
人�

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー�

茨
城
県
支
部
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

１
１
５
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

平
成
29
年
度
大
好
き
い
ば
ら

き
地
方
創
生
応
援
事
業

　

活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
、
地
域
の
活
性
化
に
自

主
的
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
を
応

援
す
る
た
め
、
そ
の
活
動
に
対
し

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
団
体
／
１
０
０
団
体

■
助
成
額
／
10
万
円

※�

優
秀
な
取
組
み
に
対
し
、
最
大

30
万
円

■
申
込
方
法
／
郵
送
に
よ
る
申
込

※�

応
募
用
紙
は
大
好
き
い
ば
ら

き
県
民
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.daisuki-

ibaraki.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
６
月
30
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
大
好
き
い

ば
ら
き
県
民
会
議
（
〒
３
１
０

-

０
０
１
１�

水
戸
市
三
の
丸
１-

５-

38�

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎�

☎

０
２
９-

２
２
４-

８
１
２
０
）



誠実に、忠実に。
あなたの側で、

そば

認証番号 ISA IS 0213

社員募集 時間講師 大募集！
個別指導で国内最大規模の明光義塾で、子どもたちのサポートをしながら、

自分自身の成長に繋がるお仕事です。勤務地は
　岩瀬教室・笠間教室、面接は岩瀬教室にて行います。

まずは、お気軽にお電話下さい。

岩瀬教室 ☎0296-75-4119
受付：月～金（祝日含む）１４：００～２１：００

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
俳
句
会
】

草
萌
え
や
足
の
リ
ズ
ム
が
身
を
運
ぶ

�

細
谷　

充
女

初
蝶
や
光
と
な
り
て
消
え
に
け
り�

三
代　

み
ち
よ

白
木
蓮
滝
流
る
か
に
咲
き
繋
が
る�

入
山　

ひ
ろ
子

遮
断
機
が
上
れ
ば
そ
こ
は
花
の
道�

渡
部　

千
恵
子

【
茂
山
俳
句
会
】

オ
カ
リ
ナ
の
音
の
い
づ
く
か
弥
生
尽�

吉
原　

秀
子

時
計
や
の
チ
ャ
イ
ム
ま
ち
ま
ち
春
の
夕

�

宮
本　

芳
江

鎌
の
手
を
休
め
て
そ
つ
と
初
音
聴
き�

植
竹　

ふ
み

退
職
や
安
堵
の
日
々
に
春
惜
し
む�

海
老
沢　

幸
子

杭
を
打
つ
音
に
目
覚
め
て
地
虫
出
づ�

鈴
木　

つ
ぎ

惜
春
の
上
野
の
森
や
暮
れ
泥
む�

吉
原　

京
子

天
龍
の
堤
歩
き
て
春
惜
し
む�

宮
本　

立
男

日
本
語
の
し
か
も
漢
字
の
花
の
種�

鈴
木　

ノ
ブ
子

春
の
香
を
と
じ
こ
め
て
持
つ
句
帳
か
な

�

笠
倉　

陽
子

一
年
生
百
人
の
友
一
歩
よ
り�

今
井　

繁
子

花
の
宴
小こ

な
か
ら

半
酒
に
笑
み
絆
た
り�

皆
川　

一
女

春
の
宵
小
さ
き
泡
の
流
れ
行
く�

渡
部　

千
恵
子

花
冷
え
の
病
室
暗
く
看
取
り
け
り�

松
﨑　

い
ま

八
溝
山
塊
端
の
筑
波
や
春
惜
し
む�

飯
山　

昭

霞
む
湖
浜
縮
緬
の
波
の
皺�

海
老
澤　

静
夫

芋
植
う
る
品
種
切
替
へ
試
作
す
る�

大
関　

く
に

芽
吹
き
山
さ
か
さ
に
写
し
湖
静�

竹
林　

て
る

春
う
ら
ら
小
屋
に
残
り
し
機
織
り
機

�

金
子　

弘
毅

鍬
の
柄
の
土
さ
く
さ
く
と
茎
立
ち
ぬ

�
君
島　

真
理
子

　
短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

く
り
や
事
ま
だ
出
来
る
の
を
励
み
と
し
八
十
路
の
一

歩
あ
ゆ
み
初
め
た
り�

石
田　

守
子

山
育
ち
は
山
に
恋
し
て
春
風
に
誘
わ
れ
き
ょ
う
は
筑

波
を
征
す�

泉　

三
郎

稀
勢
の
里
初
優
勝
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
何
よ
り
ひ
と
す

じ
の
涙
が
語
る�

浜
野
和　

操

朝
刊
に
五
輪
の
文
字
が
踊
り
い
て
羽
生
結
弦
の
大
き

な
写
真�

久
保　

悦
子

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
突
か
れ
ま
い
と
網
を
張
る
鵯
と
私

の
知
恵
く
ら
べ
な
り�

渡
辺　

し
な
子

夕
映
え
は
や
さ
し
く
淡
く
空
を
染
め
凍
て
つ
く
風
は

わ
れ
の
背
中
を
押
す�

浅
賀　

順
子

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
な
ど
も
う
あ
ら
ず
川
に
病
葉

流
る
る
ま
ま
に�

鈴
木　

英
雄

こ
つ
こ
つ
と
集
め
し
署
名
の
成
に
て
小
学
校
に
エ
ア

コ
ン
設
置�

古
賀　

澄

夫
逝
き
し
朝
の
庭
を
小
綬
鶏
の
親
子
が
来
て
を
り
車

輪
梅
の
下�

小
林　

美
瑳
子

う
ち
つ
け
に
友
の
病
を
知
ら
さ
れ
て
心
う
つ
ろ
に
す

る
鬼
お
ろ
し�

瀧
井　

幸
子

憧
れ
の
賞
を
い
た
だ
き
昴
ぶ
り
ぬ
老
い
た
る
事
も
今

は
忘
れ
て�

萩
原　

き
し
の

窓
の
辺
に
久

き
ゅ
う
か
つ濶
を
叙
す
雀
た
ち
ふ
っ
く
ら
と
し
て
春

の
日
を
浴
む�

山
田　

し
げ
の

ふ
す
ま
絵
の
柳
に
吹
く
風
さ
ら
さ
ら
と
眺
む
る
わ
れ

に
も
吹
き
く
る
ご
と
し�

広
沢　

日
出
子

夫
と
わ
れ
孫
も
入
り
て
ク
イ
ズ
〈
Ｑキ

ュ
ー
さ
ま
〉
文
殊
の

智
慧
に
茶
の
間
に
ぎ
わ
う�

大
久
保　

富
美
江

茨
城
に
は
魅
力
が
な
い
と
言
わ
る
る
が
筑
波
山
や
磯

部
の
さ
く
ら
稀
勢
の
里�

飯
田　

良
江

15 さくらがわ　2017.5.1



この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　4月１日現在

【 男 】　　21,489�人� （ー�56）
【 女 】　　21,901�人� （ー�69）
【 計 】　　43,390�人� （ー125）
【世帯】　　15,328�世帯�（＋� 7）
� （　　）は対前月増減

　ヤマザクラの見頃を迎えた４月13日～15日に、シリ
ストラ市桜川訪問団が来訪しました。
　14日に開かれた歓迎レセプションには、駐日ブルガリ
ア大使も出席。両市の更なる交流の発展を確認しました。
（写真上）
　高峯のヤマザクラを視察した際に湯茶の接待を受け、
和やかな雰囲気の中、ヤマザクラについての説明を受け
ました。（写真下）

【 表　紙 】

広
報

さ
く

ら
が

わ
N

o
.2

7
9
 5

月
1

日
発

行
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://w
w

w
.city.sakuragaw

a.lg.jp
E メ

ー
ル

：
 info@

city.sakuragaw
a.lg.jp

TEL：
0296-58-5111（

代
表

）
FAX：

0296-58-5115
〒

309-1293 茨
城

県
桜

川
市

羽
田

1023 番
地

発
行

：
桜

川
市

／
月

２
回

（
１

日
／

 15 日
）　

編
集

：
市

長
公

室
秘

書
広

報
課

人 口 と 世 帯

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」
に
向
け
て

　  

新
射
撃
場
が
完
成

出
席
。
桜
川
市
長
ら
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
大
塚
市
長
は
「
茨
城
国

体
を
す
べ
て
の
方
々
に
感
動
を
与

え
、
心
に
残
る
大
会
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
射
撃
場

を
利
用
し
て
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘

致
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

■
問
合
先
／
企
画
課
国
体
準
備
室

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１

１
１ 
代
表
）

■
マ
イ
ブ
ー
ム
は
？

　

散
歩
で
す
。
早
歩
き
か
ス
ロ
ー

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
時
間
が
あ
る
と
き

に
し
て
い
ま
す
。

■
食
べ
物
の
好
き
・
嫌
い
物
は
？

　

肉
・
魚
な
ん
で
も
食
べ
ま
す
。

嫌
い
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
旅
行
す
る
な
ら
？

　

鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
で
す
。
こ

の
２
県
は
、
日
本
の
中
で
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
所
だ
か
ら
で
す
。

■
お
薦
め
の
ス
ポ
ッ
ト
は
？

　

飲
食
店
で
は
研
究
学
園
駅
近
く

に
あ
る
“
梅
本
”
が
お
勧
め
で
す
。

　

ほ
か
に
、
私
が
散
歩
コ
ー
ス
に

し
て
い
る
つ
く
ば
市
二
の
宮
に
あ

る “
洞
峰
公
園
”
も
良
い
で
す
よ
。

■�

問
合
先
／
県
西
総
合
病
院
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
７
１
）

県
西
総
合
病
院
に
３
名
の
外
科
医
師
が
就
任

　

県
西
総
合
病
院
に
、
４
月
か
ら
山や

ま
も
と本
雅ま

さ
よ
し由
医
師
、　

池い
け
だ田
治お

さ
む

医
師
、

中な
か
や
ま山
健け

ん

医
師
の
３
名
の
外
科
医
師
が
就
任
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま

す
。
第
１
回
目
は
、
山
本
雅
由
医
師
で
す
。

■
最
近
の
気
に
な
る
話
題
は
？

　

が
ん
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た

め
の
検
診
の
推
進
を
ど
う
す
る
か

で
す
。
茨
城
県
は
全
国
で
も
検
診

受
診
率
が
低
い
で
す
。
い
か
に
予

防
し
、
早
め
に
見
つ
け
る
か
が
大

切
で
す
。

■
今
後
の
抱
負
や
目
標
は
？

　

桜
川
市
の
住
民
の
方
に
、
い
ま

ま
で
遠
く
に
行
か
な
く
て
は
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
医
療
を
き
ち
ん
と

し
た
水
準
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
外
科
医
３
人
が
参
り

ま
し
た
の
で
、
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
が
専
門
に
治

療
し
て
い
る
病
気
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
講
演
会
を
開
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際

は
、
是
非
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
31
年
に
開
催
さ
れ
る
「
い

き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」
に
向
け

て
改
修
工
事
を
終
え
た
茨
城
県
営

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
（
真
壁
町
桜
井

地
区
）
の
竣
工
式
が
、
３
月
10
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
射
撃
場
は
、
会
議
室
な
ど
諸

室
の
整
備
、
施
設
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
観
覧
ス
ペ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
で
使

用
す
る
標
的
を
、
機
械
採
点
す
る

電
子
標
的
で
整
備
。
国
際
基
準
の

射
撃
場
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
茨
城
県
知
事
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
約
50
人
が

地
域
医
療
情
報

３月に完成した茨城県営ライフル射撃場

竣工式で行われたテープカット

山本雅由医師
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